
  　2013-１- 市議会だより　8

て
、
特
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

事
業
に
お
け
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製

造
と
、
公
共
施
設
で
の
ペ
レ
ッ
ト
利

用
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
調
査
し

た
。
製
造
と
利
用
が
一
体
的
に
考
え

ら
れ
、
市
内
の
需
要
と
供
給
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
事
業
推
進
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
を
契
機

に
自
然
機
能
を
見
直
し
、
手
入
れ
が

行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
森
林
や
里

山
の
整
備
な
ど
地
域
課
題
を
解
決
し
、

地
域
振
興
を
図
る
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。
環
境
と
経
済
が
共

鳴
す
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
が
ま
ち
づ

く
り
の
一
貫
し
た
姿
勢
と
し
て
、
諸

所
に
活
か
さ
れ
て
い
る
点
は
大
い
に

参
考
と
な
っ
た
。

○
京
都
府
南
丹
市

  

委員会の動き
＜

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー＞

（
固
形
燃

料
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
63
年
、
都
市
ご
み
燃
料
化
施
設
と

し
て
全
国
第
1
号
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
、
現
在
も
年
間
約
２
５
０
０
ト

ン
の
安
定
生
産
で
、
重
油
に
換
算
す

る
と
本
市
の
公
共
施
設
全
体
を
賄
う

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
な
り
ま
す
。

過
去
の
課
題
で
あ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

発
生
抑
制
に
対
応
し
た
ボ
イ
ラ
ー
も

実
用
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
再
度
市

内
利
用
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

＜

小
水
力
発
電＞

河
川
法
の
水
利
権

に
よ
り
、
新
規
発
電
に
は
複
雑
な
手

続
き
と
時
間
を
要
す
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
国
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て

お
り
、
徐
々
に
条
件
緩
和
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
法
改
正

が
進
み
、
権
利
取
得
が
容
易
に
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て

も
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
検
討
を

願
う
と
と
も
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
も
の
と
、
委
員
会
で

は
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

○
兵
庫
県
豊
岡
市

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い

　

バ
イ
オ
マ
ス
の
循
環
型
利
用
に
つ

い
て
、
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
調
査
し
、
施

設
の
視
察
を
行
っ
た
。
こ
の
地
区
に

は
、
肉
用
牛
、
乳
牛
な
ど
の
家
畜
が

多
く
、
ふ
ん
尿
の
衛
生
的
か
つ
効
率

的
な
処
理
が
課
題
で
あ
り
、
食
品
工

場
か
ら
出
る
製
造
過
程
で
の
残
さ
の

再
生
資
源
化
が
背
景
に
あ
り
、
こ
れ

ら
を
集
中
的
に
処
理
し
、
循
環
利
用

す
る
た
め
、
堆
肥
化
と
バ
イ
オ
ガ
ス

で
の
発
電
に
取
組
ん
だ
経
過
が
あ
る
。

○
和
歌
山
県
新
宮
市

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
観
点

か
ら
、
国
内
で
利
用
さ
れ
始
め
て
間

も
な
い
木
質
パ
ウ
ダ
ー
ボ
イ
ラ
ー
の

稼
動
状
況
と
、
市
内
に
流
れ
る
高
田

川
上
流
で
取
り
組
ん
で
い
る
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
調
査
し
、
現
地
で
の

視
察
を
行
っ
た
。
森
林
資
源
の
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
実
現
し

た
背
景
に
は
、
二
つ
の
地
域
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。

一
つ
に
は
林
業
及
び
製
材
業
の
活
性

化
、
二
つ
に
は
、
原
油
価
格
高
騰
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
市
の
公
共
温

泉
施
設
の
経
営
の
安
定
化
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
小
水
力
発
電
に
取
り
組
ん
だ

理
由
は
、
高
田
地
域
の
振
興
を
図
る

た
め
で
あ
っ
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
本
市
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て
、
調
査
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

＜

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー＞
市
民
が
仕
組

み
を
理
解
の
う
え
、
太
陽
光
発
電
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
情
報
収
集
と
発
信
が
必
要
で
す
。

　

地
域
振
興
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、

太
陽
光
発
電
の
経
済
効
果
は
一
時
的

な
も
の
に
終
わ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、

地
域
産
業
活
性
化
の
喚
起
に
つ
な
が

る
方
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
の

見
解
に
達
し
ま
し
た
。

＜

森
林
資
源＞

（
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
の
一
層
の
普
及
に
は
、

市
民
周
知
を
継
続
し
市
内
の
需
要
と

供
給
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
進
め
る
こ
と

が
肝
要
と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

＜

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
雪
氷
熱＞

ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
や
雪
を
利
用
し
た
雪
氷
熱

な
ど
、
熱
や
温
度
差
の
効
果
的
な
利

用
は
、
今
後
の
公
共
施
設
の
改
修
、

改
築
時
に
取
り
入
れ
る
積
極
的
な
検

討
を
願
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

総
務
文
教（
都
市
事
例
調
査
）

総
務
文
教
委
員
会

南丹市八木バイオエコロジーセンター


